
情報セキュリティ

電子透かし付加デジタル著作物の
著作権管理

 技術の概要 
　近年インターネットの普及により画像や音楽等ディジタル情報が誰でも簡単に取得できます。
　このような背景のもとで、デジタル情報の著作権保護に関する問題が新たに生じています。
　電子透かしとは、デジタルコンテンツに著作者情報や利用者情報などを、それとは分からない
形で埋め込んでおくことで、デジタル著作物の著作権を上手にコントロールするだけでなく、著
作物の多面的な利用を可能にするものです。

 従来技術と研究技術の比較 
　データの圧縮や加工に強い、MPEGビデオ電子透かし技術MPmark がありますが、本研究室
で開発したハイブリット型電子透かしは、圧縮や回転、切り取りなど様々な加工に対し、さらに
強い耐性を持っている電子透かしの方法です。

 研究技術の実用の可能性 
（1）静止画像に対する電子透かし技術
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（2）線画像に対する電子透かし技術

（3）その他、電子透かし技術の多方面への応用：デジタル著作物（動画含む）、著作権管理、秘密
情報の埋め込み、コンテンツの劣化防止、コンテンツの改竄

 研究技術の裏付け 
　研究室で開発したハイブリット型電子透かしは、圧縮や回転、切り取りなど様々な加工に対し
て強い耐性を持っています。他に多種の著作物に適した電子透かし技術の成果があります。
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